
上川教育研修センターだより
（１）

№112（平成24年11月１日）

お も な 内 容

ページ

随　想……………………… １

研修講座寸描……………… ２

出前講座寸描……………… ６

今，研究室では…………… ７

教育講演会概要…………… ８

心に残る授業　その…… ９

お知らせ・ご案内………… 10

セ

ン

タ

ー

日

誌

「
子
ど
も
と
い
う
子
ど
も
は
い
な
い
」

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

副
所
長
　
鷲
　
見
　
正
　
雄

本
校
の
広
大
な
敷
地
の
一
画
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
が
ひ

ま
わ
り
を
植
え
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
っ
て
二
年
目
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
ひ
ま
わ
り
を
利
用
し
て
、
今
年
度

は
二
年
生
が
中
心
と
な
っ
て
迷
路
を
つ
く
り
ま
し
た
。

い
つ
も
散
歩
に
訪
れ
る
美
馬
牛
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち

も
大
喜
び
。
暑
さ
を
忘
れ
て
、毎
日
「
ひ
ま
わ
り
迷
路
」

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。（
美
瑛
町
立
美
馬
牛
中
学
校
）

７
月
10
日　

夏
季
拡
大
研
究
室
会
議

７
月
24
日　

教
育
委
員
会
会
議

７
月
30
・
31
日　

　
　
　
　
　

道
研
連
共
同
研
究
推
進
委
員
会

７
月
26
日
～
８
月
９
日

　
　
　
　
　

研
究
室
夏
季
集
中
研

８
月
17
日　

セ
ン
タ
ー
組
合
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
組
合
議
会
本
会
議

９
月
６
・
７
日　

　
　
　
　
　

道
研
連
胆
振
大
会

11
月
１
日　

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
第
112
号
発
行

＊
毎
週
火
曜
日　

定
例
研
究
室
会
議

　

日
本
は
史
上
最
多
の
三
十
八
個
の
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
て
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
終
わ
っ

た
。
と
り
わ
け
水
泳
は
戦
後
最
多
の
十
一
個

だ
っ
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
る
メ
ダ
リ
ス

ト
の
言
葉
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、「
チ
ー
ム

力
」
だ
っ
た
。
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
メ
ド
レ
ー
の

よ
う
に
チ
ー
ム
と
し
て
の
競
技
も
あ
っ
た
が
、

基
本
的
に
水
泳
は
個
人
競
技
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
で
あ
る
。

　

私
は
、
個
（
個
性
）
と
集
団
の
関
係
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
個
（
個
性
）
を

生
か
す
こ
と
に
よ
り
集
団
が
成
り
立
た
な
い
の

で
あ
れ
ば
そ
れ
は
本
当
に
個
（
個
性
）
を
生
か

す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
か
。ま
た
、個（
個
性
）

が
生
か
さ
れ
な
い
集
団
は
、
カ
ラ
ス
に
は
悪
い

が
烏
合
の
衆
で
あ
り
、
価
値
の
な
い
集
団
で
あ

る
と
。私
流
に
解
説
す
る
と
、日
本
の
水
泳
チ
ー

ム
は
、
一
人
一
人
の
個
性
を
生
か
し
、
ま
た
、

個
は
そ
れ
ぞ
れ
、よ
り
よ
く
チ
ー
ム
を
形
成
し
、

結
果
と
し
て
個
も
集
団
も
力
を
伸
ば
し
た
こ
と

が
十
一
個
の
メ
ダ
ル
獲
得
に
つ
な
が
っ
た
と
思

う
。

　

さ
て
、
教
育
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
前
述
し

た
集
団
と
の
関
係
を
押
さ
え
た
上
で
「
個
」
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
識
見
を
も
っ
て
お
き
た

い
も
の
で
あ
る
。
以
前
あ
る
研
究
会
に
参
加
し

た
と
き
、
助
言
者
か
ら
「
子
ど
も
と
い
う
子
ど

も
は
い
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
。
ど
の
よ
う
な
脈
絡
で
の
言
葉
だ
っ
た
か

定
か
で
は
な
い
が
、「
具
体
的
に
言
う
と
、Ａ
君
、

Ｂ
君
、
Ｃ
さ
ん
と
い
う
子
ど
も
は
い
る
が
、
子

ど
も
と
い
う
子
ど
も
は
い
な
い
」
と
の
続
く
説

明
に
、
そ
の
と
き
は
、「
子
ど
も
一
人
一
人
を

大
切
に
せ
よ
」
と
い
う
く
ら
い
の
意
味
で
あ
る

と
受
け
止
め
た
。

　

養
老
孟
司
氏
の
講
演
を
聴
い
た
こ
と
が
あ

る
。
氏
に
よ
る
と
、
人
間
の
脳
が
生
み
出
し
た

言
葉
は
、
脳
が
共
通
性
を
求
め
て
進
化
し
て
き

た
と
い
う
経
緯
か
ら
か
な
り
大
ざ
っ
ぱ
な
も
の

で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
百
個
の
リ

ン
ゴ
が
あ
っ
た
と
し
よ
う
。
形
も
色
も
大
き
さ

も
味
も
違
う
の
に
、
リ
ン
ゴ
と
い
う
言
葉
で
一

く
く
り
に
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、

人
間
だ
け
が
も
つ
言
葉
と
い
う
文
化
で
あ
る
。

動
物
や
昆
虫
は
、
一
つ
一
つ
の
リ
ン
ゴ
の
情
報

は
わ
か
っ
て
い
て
も
そ
れ
ら
が
「
リ
ン
ゴ
」
で

あ
る
と
の
認
識
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で

あ
る
。

　

講
演
の
帰
り
道
、
ふ
と
、
標
題
の
「
子
ど
も

と
い
う
子
ど
も
は
い
な
い
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ

を
思
い
出
し
、
養
老
氏
の
話
と
重
ね
合
わ
せ
て

み
た
。
氏
の
話
を
聞
い
て
、
こ
の
言
葉
の
深
さ

を
改
め
て
感
じ
た
。
私
た
ち
は
、
や
や
も
す
る

と
、
言
葉
と
い
う
人
間
だ
け
が
も
つ
素
晴
ら
し

い
文
化
を
享
受
す
る
余
り
、
動
物
や
昆
虫
の
よ

う
に
一
つ
一
つ
の
個
別
の
情
報
を
集
め
る
こ
と

に
手
抜
き
を
し
て
い
な
い
か
と
考
え
る
。
教
師

は
、「
子
ど
も
」
と
い
う
く
く
り
で
研
究
を
す

る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
教
育
現
場
で
は
、
Ａ
君
、

Ｂ
君
、
Ｃ
さ
ん
と
い
う
一
人
一
人
の
個
別
の
子

ど
も
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
か
ら
教
育
の
仕

事
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。個（
個

性
）
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

随

想

遠
足

一
年
生
の
目
的
地
は
、
学
校
の
そ
ば
の
忠
和
運
動
公
園
。

広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
芝
生
、水
の
流
れ
る
池
や
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
な
ど
が
あ
り
、
地
域
の
い
こ
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
遠
足
に
は
行
か
な
い
六
年
生
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉

さ
ん
が
昼
休
み
に
合
流
し
て
一
緒
に
遊
び
ま
す
。
今
年
も
、

仲
良
く
手
を
つ
な
ぎ
、『
だ
る
ま
さ
ん
が
転
ん
だ
』
で
盛
り

上
が
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
忠
和
小
学
校
）



上川教育研修センターだより
（２）

　

榊
先
生
の
講
義
を
拝
聴
し
、
改
め
て
最
高
責

任
者
と
し
て
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
明
日
か
ら
の
学
校

経
営
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
一
層

高
め
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
講
師
及
び
提
言

の
先
生
方
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
台
場
小
学
校　

校
長　

福
家　

尚
）

　

読
書
活
動
の
た
め
の
手
立
て
を
数
多
く
知

る
こ
と
が
で
き
、
よ
か
っ
た
で
す
。
リ
テ
ラ

チ
ャ
ー
・
サ
ー
ク
ル
と
い
う
言
葉
は
今
回
初
め

て
聞
き
ま
し
た
。
講
師
の
先
生
や
参
加
さ
れ
た

方
々
の
熱
心
な
姿
勢
に
、
私
も
学
び
た
い
と
思

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
青
雲
小
学
校　

田
代　

華
子
）

　

講
義
と
提
言
資
料
に
よ
る
研
究
協

議
・
交
流
と
い
う
内
容
で
し
た
が
、
改

め
て
教
頭
の
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
ま

し
た
。
他
校
と
の
交
流
で
は
、
実
態
や

取
組
が
わ
か
り
、と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

明
日
に
役
立
つ
講
座
を
開
設
し
て
頂
い
た
こ
と

に
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
士
別
市
立
上
士
別
中
学
校　教

頭　

吉
田　
　

晋
）

　

約
二
十
名
の
受
講
者
が
集
ま
っ
て
研

修
し
ま
し
た
。
複
式
教
育
の
授
業
の
基

本
や
実
践
方
法
を
講
義
で
学
ん
だ
後
、

研
究
授
業
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
学
年
別
指
導
の
「
同
時
進
行
」
と
い
う
方

法
が
大
変
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
日
々
の
実
践

で
生
か
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
上
富
良
野
町
立
東
中
小
学
校　

中
川
麻
衣
子
）

５　学校経営Ⅱ　６/８

７　複式教育　７/３

＝
講
　
師
＝

榊　
　

良
康
（
教
職
大
学
院　

教
授
）

小
山　

正
道
（
上
川
中　

校
長
）

森
谷　

一
夫
（
永
山
小　

校
長
）

増
子　
　

守
（
東
陽
中　

校
長
）

＝
講
　
師
＝

藤
田　
　

幸
（
啓
明
小　

教
諭
）

中
島　

康
博
（
東
五
条
小　

教
諭
）

東
五
条
小
読
み
聞
か
せ
の
会

＝
講
　
師
＝

沓
澤　

昭
一
（
朝
日
小　

校
長
）

藤
澤　

康
次
（
中
富
良
野
中　

校
長
）

山
崎　

秀
治
（
大
有
小　

校
長
）

鷲
見　

信
夫
（
北
星
中　

校
長
）

＝
講
　
師
＝

菅
原　
　

彰
（
向
陵
小　

教
頭
）

中
谷　
　

隆
（
富
沢
小　

教
諭
）

６　読書活動　６/19

４　学校経営Ⅰ　６/７
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外
国
語
活
動
の
実
践
上
の
課
題
や
悩
み
の
交

流
、
研
究
授
業
、
協
議
等
、
こ
れ
か
ら
の
授
業

づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
大
変
有
意
義
な
も
の

で
し
た
。
ま
た
、
外
国
語
活
動
は
学
級
経
営
と

も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
改
め
て

日
頃
の
指
導
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
日
章
小
学
校　

岡
本　

舞
美
）

＝
講
　
師
＝

川
崎　

直
人

（
富
良
野
市
立
東
小　

教
頭
）

志
満　

朋
佳
（
旭
川
小　

教
諭
）

＝
講
　
師
＝

上
田　

祐
二
（
教
育
大　

教
授
）

久
世　

隆
治
（
六
合
中　

教
諭
）

忠
海　

盛
弘
（
日
章
小　

教
諭
）

穴
吹　

竜
也
（
東
陽
中　

教
諭
）

　

電
子
黒
板
の
使
用
方
法
、
そ
の
他
視

聴
覚
機
器
の
活
用
の
仕
方
、
板
書
の
役

割
、
構
造
的
な
板
書
に
つ
い
て
、
多
く

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
、
よ
り
よ
い
授
業
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
名
寄
市
立
風
連
日
進
小
学
校　

竹
内　
　

静
）

　

伝
え
た
い
こ
と
を
相
手
に
伝
え
る
方
法
や
テ

ク
ニ
ッ
ク
。
大
き
な
声
で
、
間
を
空
け
て
・・・
。

頭
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
実
際
に
表
現
す
る
の

は
本
当
に
難
し
い
。
今
回
の
授
業
で
は
、
Ｖ
Ｔ

Ｒ
で
自
分
の
ス
ピ
ー
チ
を
振
り
返
り
、
改
善
点

に
つ
い
て
議
論
し
て
い
く
中
で
、
自
分
の
現
状

を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
現
状

を
認
識
す
る
こ
と
で
、
課
題
が
明
確
に
な
り
、

よ
り
実
践
に
則
し
た
話
し
方
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
緑
が
丘
小
学
校　

松
田
隆
之
）

　

社
会
科
の
学
習
方
法
と
学
習
内
容
の

関
係
、
社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
を
育

む
実
践
を
数
多
く
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
校
で
は
餅
菓
子

の
製
造
、
中
学
校
で
は
対
立
と
合
意
・

効
率
と
公
正
を
扱
っ
た
示
範
授
業
を
公

開
い
た
だ
き
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

（
下
川
町
立
下
川
小
学
校　

本
松　

宏
章
）

９　指導技術基礎　７/26

11　社会科指導　７/30・９/６

＝
講
　
師
＝

橋
本　
　

彰
（
神
居
小　

教
頭
）

山
口　

有
士
（
春
光
小　

教
諭
）

＝
講
　
師
＝

金　
　

玹
辰
（
教
育
大　

講
師
）

石
前　

聖
香
（
神
楽
岡
小　

教
頭
）

秋
元　

秀
夫
（
青
雲
小　

教
諭
）

山
上　

伸
也
（
西
神
楽
中　

教
諭
）

８　小学校外国語活動　７/３

10　国語科指導　７/27・９/５
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子
ど
も
自
身
が
目
的
意
識
を
も
ち
、
主
体
的

に
学
習
に
臨
む
た
め
に
は
、
授
業
の
ね
ら
い
を

明
確
に
し
た
算
数
・
数
学
的
活
動
と
的
確
な
教

材
研
究
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
一
人
一

人
の
学
習
の
成
立
を
促
す
た
め
の
指
導
と
評
価

の
在
り
方
に
つ
い
て
研
鑽
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

（
占
冠
村
立
占
冠
中
央
小
学
校　

林　
　

眞
人
）

＝
講
　
師
＝

相
馬　

一
彦
（
教
育
大　

教
授
）

南　
　

珠
江
（
愛
宕
小　

教
頭
）

𥱋
取　

美
穂
（
近
文
小　

教
諭
）

藤
本
フ
ミ
エ
（
聖
園
中　

教
諭
）

＝
講
　
師
＝

安
藤　

秀
俊
（
教
育
大　

教
授
）

高
野　

拓
実
（
六
合
中　

教
頭
）

赤
坂　
　

准
（
永
山
小　

教
諭
）

進
藤　

貴
史
（
明
星
中　

教
諭
）

　

異
文
化
理
解
か
ら
他
文
化
理
解
へ
、

国
際
理
解
教
育
か
ら
国
際
教
育
へ
の
変

遷
等
、
大
き
な
視
点
で
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
授
業
実
践
・

演
習
で
、
よ
り
日
常
的
な
視
点
で
も
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
大
変
充
実
し
た
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
神
居
東
中
学
校　

田
村　

隆
幸
）

　

理
科
教
育
の
今
日
的
課
題
と
、
科
学
的
な
見

方
や
考
え
方
の
育
成
に
つ
い
て
研
修
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
科
学
的
思
考
を
育
む
た

め
に
、
学
習
展
開
を
工
夫
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
感
じ
ま
し
た
。演
習
や
授
業
参
観
を
通
し
て
、

理
科
の
楽
し
さ
を
実
感
し
た
研
修
で
し
た
。

（
名
寄
市
立
名
寄
小
学
校　

佐
藤　

久
美
）

　

講
師
の
皆
様
に
よ
る
講
義
や
授
業
、

参
加
者
の
レ
ポ
ー
ト
等
、
各
校
の
現
状

や
実
践
を
数
多
く
交
流
で
き
、
大
変
有

意
義
で
し
た
。
小
学
校
外
国
語
活
動
で

培
わ
れ
た
基
盤
を
、
中
学
校
の
指
導
で

生
か
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
ご
指

導
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
永
山
南
中
学
校　

須
永
比
紗
子
）

13　国際理解教育　７/31

＝
講
　
師
＝

堀　
　

秀
樹
（
富
良
野
西
中　

教
頭
）

川
村　

貴
弘
（
神
居
東
小　

教
諭
）

Ａ
・
タ
ー
ナ
ー
（
旭
川
市
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

＝
講
　
師
＝

笠
原　
　

究
（
教
育
大　

教
授
）

沼
倉　
　

修（
緑
が
丘
中　

主
幹
教
諭
）

松
尾　
　

聡
（
東
陽
中　

教
諭
）

西
田　

朋
代
（
愛
宕
東
小　

教
諭
）

12　算数・数学科指導　７/31・８/30

14　理科指導　８/１・９/５

15　外国語科（英語）指導　８/１・29
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幼
稚
園
、
小
中
学
校
が
連
携
し
て
、
発
達
の

連
続
性
を
考
え
な
が
ら
、
子
ど
も
を
育
て
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。
幼

児
一
人
一
人
を
理
解
し
た
丁
寧
な
教
育
実
践

は
、
今
後
の
指
導
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。
有

意
義
な
研
修
を
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
南
富
良
野
町
立
幾
寅
小
学
校　

能
勢　

里
砂
）

＝
講
　
師
＝

山
下
由
紀
夫

（
旭
川
大
学
短
期
大
学
部　

教
授
）

馬
場　

信
明

（
教
育
大
附
属
旭
川
幼
稚
園　

副
園
長
）

錦
川　

真
紀（

東
神
楽
幼
稚
園　

教
諭
）

＝
講
　
師
＝

佐
藤　

栄
一
（
旭
川
中　

教
頭
）

佐
藤　

聖
士（

愛
宕
東
小　

主
幹
教
諭
）

　

家
庭
科
の
「
食
」
に
関
わ
る
資
料
や

食
材
、
実
践
、
実
技
指
導
の
要
点
な
ど
、

こ
れ
か
ら
の
授
業
に
活
用
で
き
る
有
意

義
な
内
容
で
し
た
。
普
段
家
庭
科
で
の

情
報
交
流
が
で
き
る
場
が
本
当
に
少
な

い
の
で
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

わ
か
り
や
す
く
ご
指
導
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
占
冠
村
立
占
冠
中
学
校　

細
田　
　

繭
）

　

い
じ
め
の
定
義
が
変
わ
っ
て
以
降
の
現
状
が

分
か
り
よ
か
っ
た
で
す
。
と
り
わ
け
こ
れ
か
ら

は
、「
ネ
ッ
ト
」
に
よ
る
い
じ
め
へ
の
対
策
が

早
急
に
必
要
な
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
演
習

な
ど
わ
か
り
や
す
く
ご
指
導
い
た
だ
き
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
春
光
台
中
学
校　

及
川　
　

優
）

　

本
講
座
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充

実
、
気
づ
き
の
質
を
高
め
る
こ
と
、
探

究
的
な
学
び
を
深
め
る
こ
と
に
つ
い
て

具
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は
特
別
な
こ
と
を
す

る
訳
で
は
な
く
、
学
習
の
中
に
あ
る
と

わ
か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
幌
加
内
町
立
幌
加
内
小
学
校　鹿島　

菜
子
）

19　技術・家庭科実技　８/６

＝
講
　
師
＝

内
村
め
ぐ
み
（
大
町
小　

教
頭
）

濱　

よ
り
え
（
北
門
中　

教
諭
）

＝
講
　
師
＝

小
野　

敦
司
（
扇
山
小　

教
頭
）

広
瀬　

史
雄
（
新
富
小　

教
諭
）

山
本　

寛
美
（
台
場
小　

教
諭
）

八
島　
　

徹
（
台
場
小　

教
諭
）

21　生活科・総合的な学習の時間　８/７・30

20　いじめ・不登校　８/７

17　幼稚園教育　８/３
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放
課
後
学
習
の
在
り
方
・
事
例
を
学
び
た
い

【
講
師
　
山
川
俊
巳
　
教
頭
（
愛
宕
中
）】

　

中
学
校
学
習
指
導
要
領
が
本
格
実
施
。

「
生
き
る
力
」
の
具
現
化
。
学
力
向
上
対

策
問
題
…
。
課
題
は
山
積
。
教
職
員
の
実

践
・
個
性
を
結
集
し
、
連
携
・
協
同
し
て

教
育
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

再
認
識
し
ま
し
た
。
具
体
的
実
践
紹
介
も

あ
り
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
聖
園
中
学
校　

大
野　

昌
広
）

　
マ
ッ
ト
運
動
・
跳
び
箱
運
動
の
実
技
を

学
び
た
い
　

【
講
師
　
成
瀬
隆
宏
　
教
諭
（
知
新
小
）】

　

跳
び
箱
・
マ
ッ
ト
運
動
の
指
導
法
に
つ
い
て

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
み
な
が
ら
行
え
る
準
備
運
動
や
目
標
達
成
に

向
け
て
の
練
習
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
、
授
業
に
取
り
入
れ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。
ご
指
導
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
共
栄
小
学
校　

田
中　

美
枝
）

　
小
規
模
校
に
お
け
る
特
別
支
援
の
在
り
方
を

学
び
た
い
　

【
講
師
　
松
田
恭
子
　
教
諭
（
新
町
小
）】

　

具
体
的
な
事
例
を
も
と
に
し
た
、
た
く
さ
ん

の
資
料
や
実
践
例
が
大
変
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た

方
法
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
を
大
切
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
遠
く
ま
で
、
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
士
別
市
立
多
寄
小
学
校　

紺
野　

愛
子
）

　
生
徒
指
導
の
在
り
方
・
不
登
校
児
童
へ
の

対
応
に
つ
い
て
学
び
た
い
　

【
講
師
　
遠
藤
直
俊
　
教
諭
（
東
光
中
）】

　

学
校
全
体
で
組
織
的
な
生
徒
指
導
を
行

う
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
不
登
校
児
童
に
対

す
る
様
々
な
角
度
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の

仕
方
を
示
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
今
後

に
ぜ
ひ
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ご
指

導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
美
深
町
立
美
深
小
学
校　

中
村　
　

徹
）

　
学
習
支
援
や
放
課
後
学
習
の
在
り
方
を

　
学
び
た
い
　

【
講
師
　
田
丸
直
樹
　
教
頭
（
北
星
中
）】

　

放
課
後
学
習
を
中
心
に
、
学
習
支
援
や

習
熟
度
別
授
業
の
在
り
方
も
示
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
学
校
規
模
や
状
況
を
本
校

に
合
わ
せ
た
話
で
あ
っ
た
た
め
、
質
問
を

沢
山
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
丁
寧
に
返

答
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
の
活
動

に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

（
旭
川
市
立
神
居
中
学
校　

對
馬　

紀
一
）

　「H
i,friends!

」
の
効
果
的
な
活
用
の

在
り
方
を
学
び
た
い
　

【
講
師
　
宮
原
孝
浩
　
教
諭
（
春
光
小
）】

　

講
話
の
中
で
、
児
童
が
楽
し
く
活
動
す

る
た
め
の
ね
ら
い
や
指
導
法
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
楽
し
い
ゲ
ー
ム

や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
体
験
し
て
、
私
自

身
、
英
語
に
対
す
る
苦
手
意
識
が
減
っ
た

の
で
、
す
ぐ
実
践
し
た
い
で
す
。

（
旭
川
市
立
東
光
小
学
校　

中
田　

育
那
）

　
児
童
生
徒
理
解
や
生
徒
指
導
の
機
能
を

生
か
し
た
指
導
に
つ
い
て
学
び
た
い
　

【
講
師
　
庭
瀬
奈
穂
美
　
教
諭
（
附
属
旭
川
中
）】

　

講
話
の
中
で
、
生
徒
指
導
に
対
し
て
の
構
成

的
グ
ル
ー
プ
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
の
位
置
付
け
、

活
用
法
、
留
意
点
、
Ｑ
―
Ｕ
と
の
関
連
性
な
ど

具
体
的
に
示
し
て
い
た
だ
き
、
楽
し
く
も

学
び
多
き
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ご
指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
名
寄
市
立
名
寄
東
小
学
校　

増
田　

英
雄
）

聖園中学校「ミニ講演会　放課後学習」　６/18

共栄小学校「体育科実技」　７/23

多寄小学校「特別支援教育」　８/27

名寄東小学校「生徒指導」　９/10

神居中学校「ミニ講演会　放課後学習」　６/19

東光小学校「小学校外国語活動」　７/25

美深小学校「生徒指導」　８/20

　
各
学
校
が
抱
え
て
い
る
課
題
解
決
の
た

め
に
、
校
内
研
修
で
！
近
隣
の
学
校
と
合

同
し
て
！
な
ど
学
校
や
関
係
機
関
等
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
出
前
講
座
を
開
催
し
、

指
導
力
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
管
内
各
地
か
ら
た
く
さ
ん

の
出
前
講
座
の
お
申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　
理
論
研
究
で
あ
っ
た
り
、実
技
講
習
だ
っ

た
り
、
希
望
内
容
は
様
々
で
す
が
、
ど
の

講
座
も
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

出
前
講
座
寸
描 
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第15次研究では，目標を具体的に設定するとともに，評価規準も具体的な児童生徒の姿と

して設定することで，目標達成に向けた授業構築を目指してきました。今年度は，前回お知ら

せしたように「形成的評価を生かした指導の改善」に重点を置き，目標・指導・評価の一体化

を図り，学力の確実な育成について研究を進めています。そこで，これまでの研究を振り返り，

目標・指導・評価を中心にＱ＆Ａにまとめたものを紹介します。

 
 
  

今

、

研

究

室

で
は
…

研究主題
学力の確実な育成を図る指導と評価の在り方

～目標達成に向けた授業構築～

Ｑ 評価を生かした指導の工

夫は，どんなことに気を付け

るとよいのでしょうか？

Ａ これまでの児童生徒の実

態や学習状況を見取り，つ

まずきを捉え，目標達成に

向けて必要な手立て(指導)

を講じ，目標・指導・評価

の一体化を図ることが大切

です。

Ｑ 児童生徒全員をどのよう
に評価するとよいのでしょ
うか？

Ａ 一人一人に確実に学力を
身に付けさせるためには，

毎時間の評価が必要です。
ですから，1単位時間の評
価観点を１～２つに重点化
し，効率的に評価すること

が大切です。
評価場面においては，ど

のような記述ができている
とよいかポイントを明確に

し，ノートや学習プリント
等を活用して，目標達成状
況を把握します。また，観
察や実技等で見取る場合は，

評価場面を複数回設ける等
全員を見取ることができる
工夫が大切です。

Ｑ 1単位時間の目標は，どのように設定するとよいのでしょうか？

Ａ 身に付けさせなければならない知識・技能，考え方等について，重点化・焦点化を図り，

目標を設定します。その上で，指導内容，学習課題，評価規準を吟味し，その後再度それ

らの記述にズレはないか，抽象的な言葉になっていないかを確認し，内容の関連を図り，

具体的に設定します。（15次研究で一番大切にしているは，目標の設定です。）

Ｑ 問題解決的な学習過

程を単元に位置付ける

際には，どんなことに気

を付けるとよいのでしょ

うか?

Ａ 問題解決的な学習過

程は，児童生徒が主体

的に学習に取り組むた

めに有効な方法です。

そのため，構成する際

には，児童生徒の思考

の流れに沿っているこ

とが重要です。また，

基本展開を「学習課題

の把握（見付ける）→

解決計画，追究・解決

（求める）→まとめ・

発展（高める）」として

います。

Ｑ 構造的な板書とは，どん

なことに留意するとよいの

でしょうか？

Ａ 本時の学習内容に合わせ

て，児童生徒の思考の流れ

に沿っていることや，分析

的であること，関連付けが

なされていること，階層的

であること等，分かりやす

い板書に心掛けることが大

切です。

詳しくは，昨年度及び

今年度発刊予定の研究

紀要をご覧ください。
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１　

は
じ
め
に

　

教
育
改
革
が
進
む

こ
と
に
よ
り
、
こ
こ

十
年
、
先
生
方
が
多

忙
化
し
、
子
ど
も
た

ち
と
遊
ぶ
時
間
が

減
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、「
元
気
な
子
ど
も
を
育
て
る
学
校
」
に

す
る
に
は
、
子
ど
も
と
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
、
保

護
者
と
う
ん
と
語
り
合
い
、
先
生
同
士
が
仲
良

く
な
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

２�　

子
ど
も
理
解
①

－

子
ど
も
の
発
達
段
階
を

長
い
目
で
見
る

　

ま
ず
、「
子
ど
も
た
ち
が
元
気
な
学
校
」
を

つ
く
ろ
う
と
思
っ
た
ら
、
全
職
員
で
共
通
し
て

子
ど
も
理
解
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
が
大
事
で

す
。

　

乳
児
期
に
は
安
定
根
が
大
事
で
す
。
自
分
で

は
何
も
で
き
な
い
赤
ち
ゃ
ん
の
時
代
に
、「
目

と
目
を
合
わ
せ
な
が
ら
う
ん
と
抱
き
し
め
て
も

ら
っ
て
可
愛
が
っ
て
も
ら
う
」
そ
ん
な
愛
の

シ
ャ
ワ
ー
を
い
っ
ぱ
い
浴
び
た
赤
ち
ゃ
ん
は
、

自
分
の
周
り
の
大
人
は
自
分
に
と
っ
て
親
切

だ
、
温
か
い
、
優
し
い
と
い
う
の
が
皮
膚
に
染

み
こ
ん
で
い
て
、
安
定
根
が
と
て
も
し
っ
か
り

し
て
大
き
く
育
ち
ま
す
。
思
春
期
に
な
り
、
問

題
行
動
に
走
っ
て
も
立
ち
直
る
の
が
早
い
で

す
。逆
に
乳
児
期
に
、虐
待
を
受
け
た
り
ほ
う
っ

た
ら
か
し
に
さ
れ
る
と
、
安
定
根
が
小
さ
く
、

思
春
期
に
な
っ
て
不
登
校
や
問
題
行
動
に
走
っ

た
と
き
に
、
立
ち
直
る
け
れ
ど
時
間
が
か
か
り

ま
す
。安
定
根
と
い
う
の
は
、「
愛
の
シ
ャ
ワ
ー
」

な
の
で
す
。
最
近
、
淋
し
い
子
、
増
え
て
る
と

思
い
ま
せ
ん
か
？

　

幼
児
期
に
入
り
ま
す
と
、
キ
ー
ワ
ー
ド
は

『
し
つ
け
』。
し
つ
け
と
い
う
の
は
、『
し
続
け

る
』
か
ら
『
し
つ
け
』
な
の
で
す
。
挨
拶
が
し

つ
け
の
一
番
基
本
で
す
。
家
で
き
ち
っ
と
挨
拶

が
で
き
て
る

子
は
、
学
校

で
も
き
ち
ん

と
挨
拶
で
き

る
。
し
つ
け

と
道
徳
は
家

庭
教
育
で
す
。

本
来
は
学
校

は
勉
強
す
る

と
こ
ろ
、
集

団
生
活
を
学

ぶ
と
こ
ろ
で

す
。
子
ど
も

を
勉
強
嫌
い

に
さ
せ
な
い

方
法
、
そ
れ

は
「
自
己
肯

定
感
」
を
も

た
せ
る
こ
と

で
す
。
他
人

と
の
比
較
で

自
信
を
も
た

せ
る
方
法
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
他
人

と
の
比
較
で
は
な
く
、
よ
い
と
こ
ろ
を
誉
め
た

り
、「
大
好
き
」
と
言
っ
た
り
、
あ
る
い
は
「
そ

の
ま
ま
の
、
今
の
ま
ま
の
あ
な
た
で
十
分
素
敵

だ
よ
」
と
い
う
自
己
肯
定
感
を
も
た
せ
る
方
法

も
あ
り
ま
す
。「
自
己
肯
定
感
」
は
元
気
の
あ

る
子
の
が
ん
ば
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
の
で

す
。

　

し
か
し
、
小
学
校
の
六
年
生
ぐ
ら
い
に
な
る

ま
で
の
間
に
、
何
か
子
ど
も
の
や
る
気
が
な
く

な
っ
て
く
る
の
は
、
自
己
嫌
悪
感
、
自
己
否
定

感
が
は
び
こ
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。
何
と
か
小

学
校
時
代
に
自
信
を
も
た
せ
た
り
、
頼
り
に
さ

れ
て
い
る
、
愛
さ
れ
て
い
る
、
大
切
に
さ
れ
て

い
る
、
そ
う
い
う
よ
う
な
気
持
ち
を
子
ど
も
に

も
た
せ
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
思
春
期

に
入
る
前
に
、や
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
は『
安

定
根
』
＝
愛
の
シ
ャ
ワ
ー
。「
や
っ
て
ご
ら
ん
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

エ
リ
ク
ソ
ン
の
発
達
段
階
論
に
基
づ
く
と
、

思
春
期
は
十
歳
ぐ
ら
い
か
ら
、
肉
体
が
大
人
の

体
に
変
化
し
て
き
て
、
心
と
体
の
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
の
時
期
を
思
春
期
と
言
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る

第
二
反
抗
期
、
人
生
の
嵐
の
時
代
と
言
わ
れ
ま

す
。
思
春
期
の
子
ど
も
と
の
つ
き
あ
い
は
、
頭

ご
な
し
に
怒
る
の
で
は
な
く
、
同
じ
方
向
を
向

い
て
「
同
行
二
人
」
で
行
く
の
が
、
キ
ー
ワ
ー

ド
で
す
。

３�　

子
ど
も
理
解
②
、
最
近
の
子
ど
も
で
気
に

な
る
こ
と


つ
な
が
る
力
の
弱
さ
、
絆
の
薄
さ
。

　

ネ
ッ
ト
社
会
が
進
行
し
、
ゲ
ー
ム
で
も
パ
ソ

コ
ン
で
も
、
会
話
の
必
要
が
な
く
な
り
、
子
ど

も
の
つ
な
が
る
力
が
弱
く
な
っ
て
き
た
と
思
い

ま
せ
ん
か
？

　

子
ど
も
と
子
ど
も
を
つ
な
ぐ
、
そ
の
つ
な
が

り
方
が
と
っ
て
も
薄
っ
ぺ
ら
く
な
っ
て
、「
友

達
同
士
で
集
ま
っ
て
も
個
々
に
ゲ
ー
ム
を
遊
ん

で
い
る
」「
学
級
が
替
わ
る
と
友
達
が
替
わ
る
」

時
間
が
経
て
ば
簡
単
に
剥
が
れ
て
し
ま
う
薄
っ

ぺ
ら
い
人
間
関
係
に
今
の
子
ど
も
た
ち
は
あ
り

ま
す
。

�

子
育
て
の
二
極
化
、「
ほ
っ
た
ら
か
し
」と「
か

ま
い
過
ぎ
」

　

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
家
庭
崩
壊
や
ら
生
活
の
貧

困
や
ら
、
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
っ
て

孤
立
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
う
ん
と
増
え
て

い
る
代
わ
り
に
、
う
ん
と
可
愛
が
っ
て
育
て
ら

れ
て
真
面
目
で
受
け
身
な
だ
け
の
若
者
が
う
ん

と
増
え
て
い
る
と
い
う
二
極
化
傾
向
が
あ
り
ま

す
。

　

・�

受
け
身
、
言
わ
れ
た
こ
と
だ
け
、
ま
じ
め
、

ム
リ
を
し
な
い
等

　

・�

孤
立
、不
規
則
な
生
活
、キ
レ
や
す
い
、デ
ー

ト
Ｄ
Ｖ
等

４　

子
ど
も
、
保
護
者
と
ど
う
向
き
合
う
か


「
好
か
れ
よ
う
と
思
う
な
、
好
き
に
な
れ
」

　

子
ど
も
は
敏
感
だ
か
ら
、
先
生
に
好
き
で
は

な
い
と
思
わ
れ
て
る
と
そ
れ
を
感
じ
と
り
ま

す
。
子
ど
も
は
好
き
な
人
か
ら
し
か
学
ば
び
ま

せ
ん
。
先
生
と
子
ど
も
と
の
間
に
は
教
育
が
成

平
成
二
十
四
年
度　

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
教
育
講
演
会

　
「
元
気
な
子
ど
も
を
育
て
る学
校
づ
く
り
」　
　
　
　

講
師
　
大
阪
教
育
大
学
監
事
　
野
　
口
　
克
　
海
　
氏

時　

平
成
二
十
四
年
九
月
四
日

於　

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

乳児期

０才 １．５才 ３才 ６才 １０才

学童期 思春期
幼児期

前期 後期

安
定
根

し
つ
け

や
っ
て
ご
ら
ん

自
己
肯
定
感

同
行
二
人
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り
立
つ
関
係
が
必
要
で
す
。
教
師
が
子
ど
も
に

好
か
れ
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
嫌
わ
れ
た
ら
ど
う

し
よ
う
と
思
い
、
本
気
で
叱
る
こ
と
で
き
ま
せ

ん
。「
好
か
れ
よ
う
と
思
う
な
、
好
き
に
な
れ
。

こ
っ
ち
が
好
き
に
な
っ
た
ら
、
子
ど
も
は
完
全

に
つ
い
て
き
て
く
れ
る
」
と
若
い
先
生
に
私
は

言
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
子
ど
も
と
一
緒
に
遊

び
、
い
っ
ぱ
い
話
し
ま
し
ょ
う
。


「
山
あ
ら
し
の
ジ
レ
ン
マ
」

　

友
達
を
傷
つ
け
な
い
、
友
達
と
ぬ
く
も
り
合

え
る
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
友
達
と
の
距
離
感
覚
を

「
山
あ
ら
し
距
離
」
と
言
い
ま
す
。
大
き
い
子

や
小
さ
い
子
が
群
れ
て
遊
ん
で
、
時
に
は
泣
か

さ
れ
た
り
、
時
に
は
喧
嘩
し
て
、「
こ
う
い
う

ふ
う
に
し
た
ら
友
達
が
怒
る
」「
こ
う
い
う
ふ

う
に
し
た
ら
友
達
は
喜
ん
で
く
れ
る
」
そ
う
い

う
の
を
体
で
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
体
験

が
不
足
し
て
い
る
子
は
、
な
か
な
か
集
団
に
な

じ
め
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
「
山
あ
ら
し
の
ジ
レ

ン
マ
」
を
身
に
つ
け
る
学
校
行
事
や
学
級
の
い

ろ
い
ろ
な
取
組
が
今
日
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�

「
子
ど
も
は
変
わ
る
、
子
ど
も
の
可
能
性
を

と
こ
と
ん
信
じ
る
教
師
に
」

　

子
ど
も
は
、
信
頼
し
た
ら
頑
張
っ
て
く
れ
ま

す
。
子
ど
も
に
自
主
性
を
も
た
せ
て
、「
本
当

に
頼
り
に
し
て
い
る
よ
」
と
信
じ
て
任
せ
る
こ

と
、
子
ど
も
に
達
成
感
や
自
尊
感
情
を
高
め
る

こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り

も
子
ど
も
を
と
こ
と
ん
信
じ
る
こ
と
で
子
ど
も

は
変
わ
り
ま
す
。

�

「
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
飛
ん
で
行
く
、

熱
意
は
伝
わ
る
、
共
感
的
理
解
」

　

保
護
者
に
対
し
て
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ず
れ

る
と
何
を
言
っ
て
も
”言
い
訳
“に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
ち
ら
先
手
必
勝
で
行
っ
た
ら
”
説

明
“に
な
り
ま
す
。
”説
明
“と
”言
い
訳
“で

は
大
違
い
で
す
。
先
手
必
勝
、
教
育
は
『
今
日

行
く
』
か
ら
『
教
育
』
と
言
い
ま
す
。

上
川
教
育
局

　

義
務
教
育
指
導
班

　
　
　
　

指
導
主
事

長
谷
川
　
順
　
子

　

　

新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

算
数
・
数
学
科
に
お
い
て
は
、
言
語
活
動

の
充
実
を
図
り
日
常
の
事
象
を
数
理
的
に

と
ら
え
、
見
通
し
を
も
ち
筋
道
を
立
て
て

考
え
表
現
し
た
り
、
表
現
し
た
こ
と
か
ら

考
え
を
進
め
た
り
す
る
力
を
培
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
が
参
観
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
心
に
残

る
授
業
は
、
教
師
の
適
切
な
発
問
と
指
導

に
よ
り
、
子
ど
も
が
生
き
生
き
と
算
数
的

活
動
に
取
り
組
み
、
自
分
の
考
え
を
広
げ

た
り
深
め
た
り
し
な
が
ら
、
確
か
な
学
力

を
身
に
付
け
て
い
く
授
業
で
し
た
。

　

本
授
業
は
、
二
年
生
の
「
ひ
き
ざ
ん
」

の
単
元
の
二
位
数

－

二
位
数
で
あ
り
二
位

数

－

一
位
数
ま
で
を
既
習
し
て
い
る
子
ど

も
が
繰
り
下
が
り
の
な
い
二
位
数

－

二
位

数
の
計
算
の
方
法
に
つ
い
て
考
え
る
時
間

で
し
た
。

　
「
一
人
で
考
え
る
」
の
場
面
で
、
子
ど

も
た
ち
は
様
々
な
方
法
を
考
え
出
し
て
い

ま
し
た
が
、
先
生
の
「
よ
り
簡
単
で
、
間

違
い
に
く
い
方
法
は
ど
れ
だ
ろ
う
」
と
い

う
発
問
で
、
子
ど
も
た
ち
の
目
の
色
が
変

わ
り
、
数
の
分
だ
け
○
を
書
く
よ
り
も
⑩

や
①
の
カ
ー
ド
を
使
っ
た
り
、
ブ
ロ
ッ
ク

の
ま
と
ま
り
を
使
う
ほ
う
が
、
よ
り
簡
単

で
、
正
確
で
は
な
い
か
と
話
し
合
い
、
本

時
の
目
標
に
迫
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
先
生
は
二
位
数

－

二
位
数
の

異
な
る
問
題
を
い
く
つ
か
示
し
て
子
ど
も

た
ち
に
選
ば
せ
「
自
分
が
一
番
よ
い
と
考

え
る
方
法
で
解
き
、
な
ぜ
そ
の
方
法
を
選

ん
だ
の
か
を
友
だ
ち
に
説
明
し
て
み
ま

し
ょ
う
」
と
働
き
か
け
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
位
ご
と
に
計
算
す
る
方
が
簡
単
で

間
違
い
が
少
な
い
こ
と
に
見
事
に
気
付
い

て
い
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
思
考
を
促
す
発
問
と
工
夫
の
あ

る
算
数
的
活
動
の
展
開
に
よ
り
、
子
ど
も

を
目
標
に
導
く
先
生
の
指
導
力
の
高
さ

に
、
心
か
ら
敬
意
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
上
川
管
内
の
各
学
校
に
お
い

て
言
語
活
動
の
充
実
が
図
ら
れ
、
す
べ
て

の
子
ど
も
が
学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
実
感
し

「
わ
か
っ
た
」、「
で
き
た
」、「
も
っ
と
勉

強
し
た
い
」
と
瞳
を
輝
か
せ
な
が
ら
意
欲

的
に
取
り
組
む
授
業
が
展
開
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

心
に
残
る
授
業
そ
の


５�　
「
教
育
は
チ
ー
ム
で
す
る
も
の
・
教
職
員

が
元
気
で
な
く
て
ど
う
す
る
」
教
職
員
の
自

己
肯
定
感

　

子
ど
も
に
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
前
に
、
教

職
員
の
自
己
肯
定
感
が
な
く
て
、
子
ど
も
の
自

己
肯
定
感
が
高
ま
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
私

が
学
校
を
支
え
て
い
る
。」「
私
が
い
な
い
と
学

校
が
困
る
」
と
い
う
自
尊
感
情
を
、
先
生
方
が

み
ん
な
思
っ
て
く
れ
る
と
い
い
で
す
。
そ
れ
か

ら
、「
教
職
員
の
つ
な
が
り
と
絆
」
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
が
、『
教
育
は
チ
ー
ム
で
す
る
も
の
』

と
い
う
考
え
方
を
マ
イ
ナ
ス
に
と
ら
え
て
、「
や

め
と
こ
う
」
と
い
う
方
に
引
っ
張
ら
れ
な
い
よ

う
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
子
ど
も
た
ち
と
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
ま
す
か
」

「
保
護
者
と
い
っ
ぱ
い
話
し
合
っ
て
い
ま
す
か
」

「
先
生
同
士
、
い
っ
ぱ
い
仲
良
く
努
力
し
て
ま

す
か
」
こ
の
三
つ
が
出
来
て
初
め
て
、
教
育
は

前
に
進
む
し
、
学
校
は
元
気
に
な
る
ん
で
す
。

こ
の
一
番
大
事
な
教
育
実
践
の
原
点
を
忘
れ
な

い
で
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
増
や
す
よ
う
な
取
組

を
み
ん
な
で
工
夫
し
学
校
教
育
を
前
に
進
め
た

い
で
す
。
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※
こ
の
用
紙
は
再
生
紙
（
古
紙
70
％
）
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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成
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川
教
育
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〇
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信
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刷
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社

開催期日 研修講座名
（会場は全て研修センター）

１月７日（月）
午　前

文化講座
「書に親しもう」

午　後
文化講座
「絵に親しもう」

１月８日（火）
ミニ道研
【言語活動の在り方】

１月９日（水）
ミニ道研
【学習評価の在り方】

１月11日（金）
パソコン講座
「学校で役立つプレゼン
 テーション講座」

２月５日（火）センター研究発表会

書の小品展 PART1

７月30日～８月20日

書の小品展 PART2

９月３日～９月24日

セ
ン
タ
ー
研
究
発
表
会
と
は
・
・
・

　

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
の
研
究
発
表
と
研
究
協

力
校
の
実
践
発
表
を
通
し
て
研
究
協
議
を
行
い
、
目

標
・
指
導
・
評
価
の
一
体
化
に
つ
い
て
研
修
を
深
め

る
講
座
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　研修センター１階奥の第２研
修室の壁面をギャラリーとして
開放しています。多くの皆様の
ご利用をお待ちしております。
（お問い合わせは研修センターま
で）

「
複
式
教
育
研
修
講
座
」
が

メ
デ
ィ
ア
に
!!

　

七
月
三
日
・
富
沢
小
学
校
を
会
場
に
て
行
わ

れ
た
「
複
式
教
育
研
修
講
座
」
の
様
子
が
北
海

道
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
目
指
し
た
指
導
力
向
上
の
取

組
が
、
保
護
者
や
地
域
に
広
く
理
解
さ
れ
る
一

端
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
研
修
講
座
の
ご
案
内

　

今
年
度
の
講
座
利
用
者
は
現
在
一
，
〇
二
四
名

で
す
。
教
科
指
導
・
経
営
・
教
育
課
題
な
ど
様
々

な
角
度
か
ら
研
修
を
深
め
、
日
々
の
実
践
に
生

か
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
予
定

し
て
い
る
講
座
は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。
さ

ら
な
る
研
鑽
の
手
立
て
の
一
つ
と
し
て
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

お
申
込
み
は
開
催
要
項
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の

申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
上
Ｆ
Ａ
Ｘ
さ
れ
る
か
、

研
修
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
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ミ
ニ
道
研
講
座
の
ご
案
内

　

北
海
道
立
研
究
所
と
連
携
し
、
道
研
所
員
が

講
師
と
な
っ
て
研
修
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

一
月
八
日
は
「
言
語
活
動
の
在
り
方
」
に
つ

い
て
講
義
と
演
習
を
行
い
ま
す
。

・
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
指
導
の
在
り
方

・�

指
導
計
画
に
お
け
る
目
標
と
評
価
規
準
の
改

　

善
・
充
実

・
言
語
活
動
の
充
実
を
図
っ
た
授
業
づ
く
り

・
言
語
活
動
を
位
置
付
け
た
授
業
の
実
際

　

一
月
九
日
は
「
学
習
評
価
の
基
本
的
な
考
え

方
」「
学
習
指
導
の
改
善
に
つ
な
が
る
学
習
評

価
の
充
実
」
に
つ
い
て
講
義
と
演
習
を
行
い
ま

す
。

・
学
習
評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

・
一
単
位
時
間
に
お
け
る
学
習
評
価
の
実
際

・
指
導
力
の
向
上
を
図
る
学
習
評
価

・
学
習
指
導
・
評
価
計
画
の
工
夫
・
改
善

◎�

冬
季
休
業
中
の
研
修
と
し
て
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。


